
資料➀ 

令和 6 年度 学校運営協議会 

 

〇学校運営協議会委員一覧を掲載しました。 

「委員一覧」 （PDF） 

 

 

〇第１回学校運営協議会を開催しました。 

 「第１回報告」 （PDF） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



資料② 

令和６年度 松江ろう学校 学校運営協議会委員 

 

 

 

 

氏    名 所属（役職等） 

岩 本 千 代 社会福祉法人みずうみ（社会福祉士） 

植 田 恵 子 松江アーバンホテルグループ代表 

佐 藤 鮎 美 本校卒業生・同窓生 

玉 川 友 哉 本校特別非常勤講師（言語聴覚士） 

長 廻 芳  行 
本校特別非常勤講師 

（島根県立学校 SSW）（社会福祉士） 

長 野 あ ず さ 地域連携コーディネーター 

南 條   明 映像ディレクター 

福 井 一 尊 島根県立大学人間文化学部教授 

村 上 真 奈 のぎ自学室代表 

渡 部 幸 夫 本校 PTA 会長 



資料③ 

第 1 回学校運営協議会 

 

１．日 時  令和６年５月３１日（水）  13:30～15:00 

 

２．場 所  松江ろう学校（会議室） 

 

３．次 第    

(１)校長挨拶   

                   

(２)委員紹介 

               

(３)学校運営協議会 趣旨説明 

 

(４)会長、副会長選出 

長廻芳行会長、渡部幸夫副会長⇒承認 

 

(５)議事     

 ①議案 

・松江ろう学校グランドデザイン、令和６年度学校運営方針について  

    ➁審議   

     〔委員からの主な意見等〕 

      ・高等部の卒業を考えるときに、社会の厳しさ等について生徒へ伝える必要がある。そ 

の際は、 ICT を活用したり、実体験や疑似体験を取り入れるとよい。 

・重点目標の一つである、授業づくりについての質問。 

（子どもにとって主体的・対話的な具体的な実践について） 

 

③議案⇒承認 

 

  （6）意見交換 

〇地域とともにある学校づくりについて                            

(地域交流活動、交流及び共同学習の推進) 

     *各学部、寄宿舎の取組について説明 

     〔委員からの主な意見〕 

・授業を参観したが、ICT 機器を多用しており充実した教科内容だった。交流もあり、イ 

ンプットしたものをアウトプットしていく感じが頼もしい。 

・活動の中で目標が達成できたもの、できなかったものがあると思うが、反省点、改善し 

た内容についての質問。 

 *松ろう文化祭(かきばら祭)の取組について説明 

〔委員からの主な意見〕 

・今年度の計画についての質問。 

・大学生との交流については、当日だけではなく準備段階からの交流があるとよい。 

     ・以前は他の学校とも交流していたので、今後交流ができるとよい。 

 

 (８)校長挨拶   

           

                                

 


